
 

 

 

 

生徒会選挙終了！ 伝統を引き継ぐ 2 年生。 

 

 
 

『お前がひとつの行動を起こす。そうすると，それに対してピースがひとつもらえる。人生

というのは，単にこの連続でしかない。』  

これは，喜多川 泰さん作「賢者の書」の中の一文です。一つの行動で

一つのピース。そのピースだけ見ていても，どんな絵ができるのかはわかりま

せん。でも，たくさんのピースを集めていくと，絵の全体像が見えてきます。

黒いピース（経験）もあれば，赤や青，白など様々な色のピース（経験）

が手に入ります。人によってピース（経験）は違うので，できあがる絵も人

それぞれです。ピース（経験）の数が多ければ多いほど，人生の終わりに

は，大きな絵が出来上がります。 

新生徒会長の水田さんが，立会演説会で 「Small school , Big chance!」 について皆

さんに訴えました。「生徒自らがチャンスを生み出す，チャンスを生かす学校にしよう。」という決意

を感じました。これは，とてもうれしいことです。私が 「挑戦しよう。」「自律を目指そう。」と 100 回

言うより，身近な仲間がどんどんチャンスを生かしている方が，どれほど影響力が大きいか。橋北

中学校は，そんな伝統が引き継がれる素晴らしい学校なのです。 

2 学期は，たくさんの行事もあり，学ぶチャンスがいっぱいあります。 

生徒会役員・学級委員をやる，キャプテンをやる，班長をやる，美術でデザイン画を描く，英

語スピーチをする，学習したことをパワポにまとめる，人権や福祉について考える・・・・。中学生の

今しかできないことを，まじめに興味をもって体験しておく。今からピースの数を増やしておくことが，

皆さんにとって大切だと思うのです。「学生の時に，もっと勉強（経験）をしておけばよかった・・・。」

と後悔しなくてすむように，毎日の学ぶチャンスを逃さず ‟ピース“を獲得していこう。 
 

 2 学期のいろいろな出来事紹介   
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令和４年度 三泗地区新人大会 橋北中学校の日程 
 

◇野球部（橋北中・中部中合同チーム） １５日（土） 会場：霞ヶ浦第３球場  

           Ⅾブロック ２回戦 第１試合  vs （南・内部）対（朝明）の勝者   

８：４５ 試合開始 
 

◇ソフトテニス（女子） １４日（金）団体戦  １５日（土）個人戦  会場：四日市ドーム  

 団体戦 １回戦 第１試合  vs 西笹川中  ９：２０ 試合開始 
 

◇バレーボール男子 １４日（金） 会場：楠緑地体育館 

           １回戦 Ｂコート 第１試合  vs 内部中  ８：５０ 試合開始 
 

◇バレーボール女子 １４日（金） 会場：南中学校体育館 

 １回戦 F コート 第３試合   vs 笹川中  １１：１０ 試合開始 
  

 

新人戦のお知らせ 

試合に参加する生徒の保護者は観戦ができます。 

会場によっては保護者の観戦人数が決まっています。 

詳細は，お子様または，各顧問にお聞きください。 

あいさつ名人になろう！ 
 
Ｑちゃんの愛称で親しまれた高橋尚子さんというマラソンランナーがいました。シドニーオ

リンピック女子マラソンでの金メダリストです。ベルリンマラソンでは、当時の世界最高記録

を樹立しました。さて、高橋選手はなぜこんなに強くなったのか？ 答えは、「あいさつ」がき

ちんとできるからだそうです。意外な答えですが、高橋選手を指導していた小出監督は、「素

直にあいさつができる。そんな選手でないと強くなりません。」と言っています。 

実は、あいさつがスポーツマンの競技力にとっても大事だということは、他の人も言ってい

ます。すでに亡くなられた方ですが、かつて日本サッカー協会会長を務めた方で長沼健さんと

いう人がいました。日本が初めてワールドカップの出場を達成する基礎を築いた人です。その

長沼さんがこう言っていました。 

「一流のサッカー選手は必ずあいさつが上手だ。」ある人がこう尋ねました。 

「あいさつができなくてもサッカーが一流になった人はいるでしょう？」 

長沼さんはこう答えました。 

「いや、今まで７千人以上のサッカー選手を育ててきたが、一流になった選手は必ずあいさ

つが上手だった。」 

これは、「あいさつさえすれば一流になるのか」とういうことではなく、一流選手は「あい

さつ」が「上手」だった、と言っているのです。実は「あいさつが上手」というのはなかなか

難しいことです。精神的に自分が元気な時は、気持ちよくあいさつもできます。しかし、何か

嫌なことがあったり、落ち込んだりした時、明るくさわやかにあいさつをするのは、なかなか

むずかしいことです。どんな状況でも、周囲への配慮ができる、強い精神力がある、そんな人

だからこそ、あいさつのできる一流の選手になるのではないでしょうか。 

新人戦などで各会場を訪れた時、橋北中学校の生徒は勿論ですが、他校の生徒からも「おは

ようございます」「こんにちは」と気持ちよいあいさつを受ける機会がいくつもありました。

この新人戦は１・２年生だけで出かけますが、是非気持ちよいあいさつで、橋北中の良さをア

ピールしてきて下さい。（小学校で演奏を行う音楽部もね。） 

音楽部演奏会 

14日（金）１３：５０ 

橋北小 体育館  


